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実際の調査現場で5日程度の発掘作業を行います。発掘といえどもただ掘るだけ
ではありません。遺物の出土した位置や地層を記録することも大切です。また、
動物化石、植物化石、古環境復元等の分析用の試料収集の一端も学びます。

附属植物園日光分園に宿泊し、分類学の実習を行います。園内観察のほか、白
根山や中禅寺湖、その他周辺の里山にも赴き、植物の分布にも着目して知識を
増やします。そして食事は毎食自炊、学科同期と他学科聴講生で約30人分の
食事をわいわい作って食べます。

冷温帯や亜高山帯における樹木の生態を理解するための実習です。斜面に区画
を張って植物種や分布、占有率などのデータを取り、区画内の木々がどのよう
な戦略で共存しているのかを考え、森林の成り立ちを理解します。自由な課題
を設定して解析も行います。おもに分類学を目的とした他のフィールド実習にく
らべ、実践的な習得の多い実習です。＊実習地は富士山への変更もあり

附属臨海実験所に1週間にわたって泊まり込み、海産生物の分類実習を行いま
す。磯や干潟での採集のほか、ドレッジ採集などなかなか経験できない手法も
用いるため、多様な分類群の動物にじかに触れることができます。採集した生
物をスケッチすることで観察眼を養います。また、希望者は冬の臨海実習にも
参加することができ、こちらでは生理学や発生学を中心とした実験を行います。
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長野
Nagano

　生物学科の最大の特色の一つは、バラ
エティに富んだ野外実習コース群でしょ
う。学科が保有する日光の附属植物園分
園や、三浦の臨海実験所の活用も生物学
科ならではですが、日本各地を舞台に、
いろいろな野外実習メニューを提供し
ますので、それぞれの地域の生態系を実
地で感得できます。対象とする生き物
も、海産動物、海藻、温帯林や亜熱帯
林の動植物など多岐にわたっており、
さまざまな生物に触れる機会が得られる
でしょう。また野外実習ならではのポイ
ントとして、自然地形、天候など、人の

意思ではどうにもならない要素への対処
法、すなわちフィールドワークの基礎も
身につきます。コースによっては、分類
学や生態学のような、古くから野外実習
で扱ってきた分野のみならず、生理学や
発生学などを扱うのも、さまざまな研究
分野を広くカバーする本学科の特徴で
す。南北に長く、標高差も大きな日本列
島の多様な自然環境と、そこに息づく多
様な生物のありかたを知るには、必須の
コースです。

亜熱帯気候・島嶼環境における植
物の生態を現地で学ぶ、もっとも
大規模なフィールドワーク実習の
ひとつです。島のさまざまな環境
に適応して構築された植生は大変
興味深く、腰まで海水に浸かりな
がらマングローブ林を進む経験は
圧巻です。植物以外でも八重山の
固有種が多数観察できます。はた
してイリオモテヤマネコには会え
るのか……?

霊長類の生体観察の実習を行います。ニホンザ
ルが多く生息する地獄谷野猿公苑にて個体識別
や行動の観察を行い、群の仕組みや個体同士の
関係を理解します。性別や年齢による差も興味
深いです。生体調査を目的とした個体捕獲の手
段としての吹き矢の模擬作製も体験します。ま
た、実習で採集したサンプルは、後で行う実験
の材料とします。観察から実験までを学べる実
践的な実習です。

Outdoor Practice
野外実習

西表島
Iriomote Is.

Department of Biological Sciences, 
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graduation research
卒業研究紹介

した［図2］。
　このようにして構築した筋骨格モデルを用
いて、特定の筋に力を与えた際の手指の運動
を検証しました。ヒトに特有の長母指屈筋と
いう筋に力を与えると親指が屈曲する運動が
生じ、その単独での作用を確認することがで
きました。さらに、親指の先端を物体に衝突
させるシミュレーションも実施しました。指
先に作用する力は、物体に当たったときに初
めて発生します。本研究では、この衝突モデ
ルをもとに、指先を物体に接触させた状態で
各筋が力を作用させるシミュレーションを行
い、物体に作用する力とモーメントの釣り合
いを満たす指先力を計算することを目指して
います［図3］。今後は、こうした基礎的な検
証をもとに、より複雑な把握動作のシミュレ
ーションへと発展させていきたいと考えてい
ます。
　私は、手の研究がしてみたいという漠然と
した興味で人類進化生体力学研究室を選びま
した。指導教員の荻原先生とお話しする中で、
手の研究には非常に多様なアプローチがある
ことを知り、その中でも特に魅力的だと感じ
た精密把握のシミュレーションを目指すこと
にしました。先生や研究室の先輩方に手取り
足取り教えていただきながら試行錯誤を重ね、
モデルを完成させていく過程はとても面白か
ったです。モデル構築の傍ら、3年次の解剖
実習では十分に観察できなかった手の構造を
再確認するために、チンパンジーの手を解剖

　ヒトは手を器用に操って道具を作ったり、
使ったりすることができます。その鍵となる
のが、親指と人差し指の腹どうしを向かい合
わせてものをつまむ「精密把握能力」です。
ニホンザルなどヒト以外の霊長類も手が器用
ですが、ヒトはそれらと比較しても非常に優
れた精密把握能力を持っています。精密把握
を可能にする要因の一つに、ヒト特有の手の
構造があります。手の構造が精密把握能力に
どのように関与するのかを明らかにするには、
特定の解剖学的特徴が精密把握にどの程度寄
与しているのかを定量的に評価する必要があ
ります。しかし、ヒトの手は極めて複雑な構
造を持ち、把握動作も多くの骨や筋が関与す
る精密な力学現象であるため、実際の手を用
いた解剖や実験によって構造と機能の関係を
定量的に評価することは容易ではありません。
　手の筋と骨格の形状と運動特性を解剖学的
に精密にモデル化した筋骨格モデルを用いれ
ば、仮想空間上での把握動作のシミュレーシ
ョンが可能になります。例えば、実際の手で
はある特定の筋だけを選択的に動かすことは
複数の筋が協働するように運動指令が送られ
るため不可能ですが、モデルを用いれば、あ
る筋のみを活動させた際の指先の運動やその
とき発生する指先力を計算することができま
す。さらに特定の筋を除去したときの把握能
力の変化を推定することも可能です。このよ
うなシミュレーションを通して、手の構造と
精密把握能力の関係の定量的な評価が実現で
きると考えられます。そのため、私の卒業研
究ではヒトの手の精密な筋骨格モデルを構築
することを目的としました。
　まずヒトの右手のCTスキャン画像から骨
格を3Dデータ化し、手の各関節を動かせる
骨格モデルを作成しました。手は合計15の

関節で構成されており、それぞれの関節の動
きは基本的に関節の形状によって決まります。
本研究では、各関節を単純な幾何形状に近似
し、回転軸の位置と向きを決定しました。関
節の形状を考えると、指の関節や親指の付け
根の関節は円柱状であり、人差し指から小指
の付け根の関節は球状であるため、本研究で
はそれぞれ円柱と球に近似しました。さらに、
親指の腹と小指の腹をくっつける動作をする
と、親指の根元にある関節が大きく動くこと
がわかります。この関節は鞍状（サドル状）
の形をしており、2軸での運動が可能です。
ヒトの親指の高度な操作性を支える重要な関
節であり、精密把握においても重要な役割を
果たすと考えられています。そこで、本研究
ではこの鞍状の関節を双曲放物面に近似しモ
デル化しました［図1］。

解剖学的に精密な
ヒト手部筋骨格モデルの構築

所属研究室：人類進化生体力学研究室
石橋 咲

［図1］ 

［図2］ 

　この手のモデルを動かすために、手に付着
する筋をモデル化しました。本研究では、手
指の運動に関係する計27筋を対象としまし
た。CT画像上で明瞭に識別できる長母指屈筋、
浅指屈筋、深指屈筋という筋については、
3Dデータ化し、実際の走行経路と一致する
ようにモデル化しました。一方、それ以外の
筋はCT画像から直接3Dデータ化することが
難しかったため、解剖アトラスを参考に起始
点と停止点、経由点を決定してモデル化しま

［図3］ 

する機会をいただいた
ことも印象に残ってい
ます。プレ卒研と合わ
せて8カ月という短い
間でしたが、非常に濃
密な学びの時間でした。

　植物は繁殖のために花を咲かせます。動物
と異なり交配相手を探しに動けない植物は、
風や動物に花粉を運んでもらうことで繁殖し
ます。しかし、常に花粉を受け取れるとは限
らないため、一部の植物は自家受精をしてひ
とつの花の中で繁殖を完結させることがあり
ます。自家受精には確実に子孫を残せるとい
う利点がある一方で、集団の遺伝的多様性が
低下したり有害な突然変異が顕在化したりす
るといった欠点もあります。そのため植物は、
自己の花粉が雌しべに付きにくい花の形をし
ていたり、自家受粉しても受精に至らない自
家不和合性という仕組みを持っていたりしま
す。私は、動けない植物が周囲の環境にいか
に適応して進化してきたのかに興味を持ち、
植物の繁殖に不可欠な器官である花に着目し
ました。
　卒業研究では、街中に生えているヒヨドリ
ジョウゴ［図1］や湿原に生息するオオマルバ
ノホロシなど、日本に自生するナス属4種を
研究対象にしました。生物学の研究では、マ
ウスやシロイヌナズナなど、実験しやすく世
界中で使用されているモデル生物を材料とす
るのが一般的です。しかし、日本のナス属は
ほとんど誰も研究していませんでした。私の
研究のスタートは、まずどこに生えているの
かを探すところからでした。情報を得て山に

行っても、林床が鹿に食べ尽くされていて見
つからないこともありました。せっかく採集
しても、育て方が分からず虫に食べられ、あ
っという間に枯らしてしまうこともありまし
た。
　そんな苦労の中、卒業研究で分かったこと
が2つあります。まず、自己の花粉を受粉させ
ても花粉管が伸長したことから［図2］、ヒヨ
ドリジョウゴが自家不和合性をもたず、自家
和合性の種であるということです。ナス属に

たのか過去に遡れる貴重な資料です。理学系
研究科附属植物園には、NHKの連続テレビ小
説『らんまん』のモデルにもなった牧野富太
郎ら、著名な植物学者たちが収集したコレク
ションがあります。私は標本からDNAを抽出
し、遺伝子配列の解析を行いました。DNAは
生物の死後だんだん分解していきますが、近
年開発された手法で40年も前の標本［図3］か
ら遺伝子配列のデータを得ることができまし
た。遺伝子配列の情報からは、集団がどのよ
うに分岐してきたのか、個体数がどのように
変動してきたのかなど、様々なことを推定で
きます。タイムスリップのようで、ロマンに
溢れていると思いませんか。
　今後は日本のナス属がいつ日本に入ってき
てどのように種が分かれていったのか、研究
を続けていきたいと考えています。
　生物学科では、幅広い生き物を対象に多角
的に生物の研究が行われています。進学して
感じた生物学科の一番の魅力は、実習の充実
度です。フィールドでの野外実習はとにかく
楽しいのはもちろん、教室ではできない貴重
な体験ばかりです。どのような研究をするに
しても、自然に触れ五感を研ぎ澄ました経験
は必ず役に立つと思います。さらに、3年次の
実習では研究の基礎技術が身に付くだけでな
く、各研究室の最先端の研究に触れることが
できます。また、先輩方、先生方との距離が
近いのもこの学科ならではでしょう。先輩方
は優しく進路や研究の相談に乗ってくれます
し、先生方は学部生に対しても真剣に鋭い質
問を投げかけて議論してくれます。
　このように、生物学科では他ではできない
経験や面白い研究が駒場生の皆さんを待って
います。生物に興味がある人、色々なフィー
ルドに行ってみたい人、生き物が好きな人、
生物学科で学んでみませんか。

日本在来ナス属における生殖様式と
花形態の進化過程解明に向けて

所属研究室：植物進化生態学研究室

武藤 和

［図1］ 
ヒヨドリジョウゴの花
茶色の雄しべに比べて、細い雌しべが突き出ている。

［図3］ 
40年前に採集された標本
附属植物園  TI標本室収蔵 

 Solanum japonense  （TI00272901）

［図2］ 
ヒヨドリジョウゴの花柱の蛍光顕微鏡写真
同じ花の花粉が受粉しても、花粉管が伸びている。
スケールバー＝0.1㎜

は自家不和合性の種もあるので、おそらく自
家不和合性を担う遺伝子が進化の過程で変異
してしまったのでしょう。もう一つは、調査
した4種は近縁で見た目も一見そっくりです
が、雌しべが突き出る長さが種によって違う
ということです。雌しべが雄しべから離れて
いると自己の花粉が受粉しにくく、自家受精
が起こりにくいと言われています。各地の花
を測定したところ、ヒヨドリジョウゴは他の
3種より雌しべが長く突き出ていて、雌しべ
が雄しべの2倍くらいの長さであることが明
らかになりました。自家不和合性がなくなっ
てしまっても、自家受粉を避けるような進化
が起きたと想像しています。
　さらに私は、標本庫に所蔵されている押し
葉標本も研究材料に取り入れました。植物を
押し花のように乾燥させた押し葉標本は、種
の基準になり、どこにどのような植物があっ



　イチョウの精子は雌の木か
らでないと見つからないのは
ご存じだろうか。その精子を
発見したのは、理学部植物学
教室の助手であった平瀬作五
郎で、1896年のことだった。
平瀬は小石川植物園の中央に
あるイチョウに小屋がけをし、若い状態のいわゆるギ
ンナンを毎日調べていた。種子植物にも精子が存在す
ることを世界で初めて発見したこの成果は、日本の近
代植物学最初の功績とも言われている。このイチョウ
の精子の発見の2ヵ月後には、当時、助教授であった
池野成一郎がソテツの精子を発見した。池野が精子を
観察したソテツは、鹿児島産だったが、その子孫が正
門から入ってすぐ左手に見られる。

　珍渦虫は100ｍ以深の海底に生息する謎の動物であ
る。その系統学的位置は長らく不明であったが、近年
の分子系統解析によって原始的な左右相称動物と考え
られている。珍渦虫は長らくスウェーデン沖に生息
するXenoturbella bockiだけが知られていたが、2016年
に北米西岸から4種が発見された。臨海実験所の幸塚
久典らは珍渦虫を日本から初めて発見し、6番目の種　
X. japonicaとして新種記載した。これは西太平洋から
の珍渦虫の最初の報告である。珍渦虫は分子系統学的
に〝深海性〞と〝浅海性〞の2グループに分けられるが、
本新種は両グループの特徴を共有していることから、
珍渦虫の進化についての新
知見が多く得られた。本種
の生息地は臨海実験所に近
いため、より詳細な研究が
進むと期待される。

　物理学者ニュートン（1643-1727）には、リンゴの
実が木から落ちるのをみて 「万有引力の法則」 を発見
した、という伝説がある。小石川植物園にある 「ニュ
ートンのリンゴの木」 は、1964年、英国国立物理学
研究所所長を務めていたサザーランド卿から、日本学
士院院長だった化学者、柴田雄次教授（植物園内に
ある柴田記念館にゆかりの生化学者、柴田桂太教授の
兄）にあてて寄贈された接ぎ木苗に由来する。ところ
がこの苗は来日に際しての検査の結果、ウイルス病に
感染しているとして焼却処分になりかけた。しかしそ
の歴史的経緯から特別措置として、植物園内での隔離
･ウイルス除去の試みがなされ、幸いそれが成功して
1981年より公開されるようになった。このニュート
ンのリンゴの隣には 「メンデルのブドウ」 がある。遺
伝学の基礎を築いたメンデルの、ブルノ修道院の庭に
あったとされる木に由来しており、1914年、第2代園
長の三好学教授に贈られた枝を挿し木して育てられた
ものである。ブルノ修道院からはその後、この個体は
絶えてしまったため、
小石川植物園から里帰
りを果たした。ちなみ
にどちらも酸っぱくて、
今の味覚では生食には
向かない。

イチョウの精子
の発見

「謎の動物」珍渦虫を
日本から初めて発見

ニュートンのリンゴの木と
メンデルのブドウの木

RI-NA-MA TOPICS

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

理生な大発見物語 & トリビア
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　被子植物は動物に花粉を運ばせるためにさまざまな
適応を遂げている。植物と送粉者の関係の中でもひと
きわ注目される系が、植物が送粉の見返りに種子を送
粉者の幼虫の餌として提供する絶対送粉共生だ。小石
川植物園の川北篤と京都大学の加藤真は、コミカンソ
ウ科の約500種の植物と、それらの種子を特異的に食
害するハナホソガ属のガとの間に新しい絶対送粉共生
を発見した。ハナホソガのメスは幼虫の餌となる種子
を確保するため、口吻を使って雄花で能動的に花粉を
集め、それを雌花の柱頭にこすりつけるという驚くべ
き行動をもつ。孵化した幼虫は果実内の一部の種子の
みを食害し、食べ残された種子が植物の繁殖に使われ
る。コミカンソウ科
における絶対送粉共
生系の発見は、イチ
ジクとイチジクコバ
チ、ユッカとユッカ
ガの系に次ぐ世界3

例目、およそ100年ぶ
りの発見であった。

　エドワード・モース（Edward Morse, 1838-1925）は
明治10年（1877）に来日し、2年間、東京大学の初代
教授として動物学科の創設にあたった。ダーウィンの
進化論をはじめて紹介したのもモースである。彼は教
育・研究用の設備の一環として江の島に臨海実験所を
作り、これが後に三崎臨海実験所が開設される伏線
となった。もう一つ注目すべきは、大森貝塚の発掘調
査である。もともと貝類の専門家として、アメリカ東
海岸の貝塚に関心を抱き、考古学的な発掘の知識を
もっていたモースは、来日早々横浜から東京に向かう
汽車の窓から大森の貝塚をみつけ、これを調査した。
本邦初の貝塚調査であるとともに、当時の日本人がほ
とんど考えても見なかったような有史以前の石器時代
人の生活の痕跡が、東京の郊外に残されていたという
事実を内外に明らかにした。モースの発掘で特筆すべ
きは、掘り出された土器、石器、骨角器、獣骨、人骨
などのすべてを科学的な古代研究の資料として扱った
ことである。2年後の 1879年には発掘の成果を英文 

〝Shell Mounds of Omori〞 和文 「大森介墟古物編」 と
題する報告書にまとめて出版した。これらは東京大学
による学術研究報告刊行の嚆矢として、その後の各学
部の紀要刊行のモデルとなった。写真の原図・出版物
は出土遺物とともに2号館（人類）に保管されてきた
ものである（現在は東大博物館にある）。

新しい絶対送粉共生系を
100年ぶりに発見 モースと大森貝塚

上／大森貝塚発掘報告書
原図（写真／東京大学博
物館人類先史部門）
下／モース氏「大森介墟
古物編　第一版」（モー
ス、1879より）

もっとたくさんのトピックスが生物学科WEBサイトに‼

ぜひご覧ください。 http://www.bs.s.u-tokyo.ac.jp/biol/

　木々の多い本郷キャンパスの中でも、理学部2号館
の周りはとりわけ緑豊かだ。建物の周りには、江戸時
代から続くツバキの変わり種や生物学科の教員の研究
から明らかになったムラサキシキブの自然雑種など、
興味深い植物が多く植えられている。解説も添えられ
ているので、講義や実習の息抜きにぜひ探してみてほ
しい。

探してみよう、フシギな植物
…2号館の植栽



忘れられない
楽しく学んだ 3年次の実習

学問の楽しさに触れる場所
世界の不思議を自分で
考え・動き・調べ・発見

今も私を支えてくれる
理学部での経験

　高校で生物を履修していな
かった私ですが、以前から生
物の脳に興味があったので生
物学科に進学することに決め
ました。
　最初は、授業についていけ
るかどうか不安に思っていま
したが、授業は基礎的なこと
から始まるので、進学選択後
に生物を勉強し始めた自分に
も理解でき、その不安は杞憂
に過ぎませんでした。特に3

年生の実習では、遠くの海

や山などに出て実際の生物に
触れながら学ぶ機会が多くあ
り、そこでとても楽しく学ん
だ内容はきっと忘れられない
でしょう。4年生からは待望
していた脳の研究を実際に行
うようになり、衝動性の神経
基盤についての研究を行いま
した。大学院でも自分の興味
に従ったやりがいのある研究
ができることをうれしく思い
ます。

　生物学科での私の生活は、
とても楽しいものでした。議
論好きな人が多いこと、学問
の歴史と重みを感じる建物・
組織であること、少人数なの
で教員と話す時間が十分持て
たこと、これらの環境がとて
も居心地良く、進学した時に
は将来の進路を決めてはいま
せんでしたが、研究って楽し
い、面白いという気持ちが少
しずつ育っていきました。
　学部の時は動物学コース

（現在のBコース）でしたが、
ヒトに興味が移り、修士課程
から人類学講座に進学しまし
た。
　現在は骨や考古遺物から
DNAを分析するという、自然
人類学と考古学にまたがる研
究をコペンハーゲン大学で行
っています。生物学科で学ん
だ知識と経験は、今の研究の
基礎となり日々役立っていま
す。

　生物学科で、3年次は基礎
生物学系、4年次は人類学系
の内容を学びました。そして
今は、国会・法律・税制etc.

と日々格闘しております。
　「りなま」で自分の好きなこ
とをしっかり学べたからこそ、
私は大好きな生物学から卒業
してまったく違う道を選択で
きました。自分の好きなこと
はここにあるが、やりたいこと
はまた違うところにある、と気
付くことができたからです。

　現在、理学部で学んだ 「知
識」 を活かす機会はほぼゼロ
です。ただ理学部で積んだ「経
験」 は、今までもこれからも私
を支えてくれています。
　最終的にどんな道に進むと
しても、自分の好きなことを
しっかり学んだという経験は
何にもかえられない貴重なも
の。心の従うままに思い切っ
て自分の道を選んでみてくだ
さい。そこからしか見えない
景色は、たくさんあります。

　生物学科では4年生から研
究室に配属され、研究の一
端を経験できます。私は学
部 4年から修士課程の間、
Chlamydomonasの走光性調節
機構について研究していまし
た。
　生物学科には世界の不思議
を自分で考え・動き・調べ・
発見する理学ならではの面白
さ、それを可能にする環境が
整っています。「自分で考え
動く」 ことは社会でも重要な

要素です。言われたことをや
るだけでは大したValueは発
揮できません。理学部での生
活でこの基本姿勢を学ぶこと
ができたと思います。また、
当然ですが、一学生の力のみ
では研究を前進させることは
できません。「チーム（指導
教官・先輩）を巻き込みなが
ら前進する」 姿勢も研究生活
で得た重要な財産であり、会
社生活でも大いに役立ってい
ます。

奥山 圭
2017年度  生物学科卒業 
東京大学  理学系研究科  生物科学専攻  修士課程

澤藤りかい
2017年生物科学専攻博士課程修了
日本学術振興会特別研究員（CPD）

水﨑由貴
2016年度  生物学科卒業
経済産業省

持地翔太
2012年度  生物科学専攻  修士課程修了
住友商事株式会社

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

VOICES
　生物学科の卒業生、生物科学専攻の
修了生の多くは、大学をはじめとする研
究機関で、その重要なメンバーとして活
躍しています。下のグラフは、2012年
3月～2023年 3月の生物学科卒業生297

名、生物科学専攻修士課程修了生801名、
博士課程修了生288名の卒業後の進路を
示しています。学部卒業生の74％が生
物科学専攻修士課程に進み、修士課程
修了生の42%が同博士課程に進んでい
ることがわかります。同専攻博士課程修
了生はその49%が、研究職ないしは研究
に関連した職についています。その中に
は、大学教員、国内および国外でのポス
トドクトラルフェロー（博士研究員）、
国公立および民間の研究所の研究員が
含まれます。

さまざまな分野に活躍の場があります

2012年 3月以降
主な就職先（順不同）

ジョンソン・エンド・ジョンソン、ベ
ネッセコーポレーション、医学書院、
大島造船所、医学部学士編入、北海道
大学医学部研究科、経済産業省

【海外の大学・国立研究機関・官公庁
など】
Max Planck Institute、 National Institutes 
of Health、 Baylor College of Medicine、
Imperial College London、Heidelberg 
University、University of Cal i fornia 
Davis、日本学術振興会、国立遺伝学研
究所、自然科学研究機構、物質・材料
研究機構、理化学研究所、産業技術総
合研究所、国立国会図書館、環境省、
防衛省、農林水産省、特許庁、国際協
力機構、全国農業協同組合連合、博物
館、県庁、市役所など
【民間企業・他】
アステラス製薬、GEヘルスケア・ジ
ャパン、住友化学、小林製薬、第一三共、
中外製薬、医学生物学研究所、ノバル
ティスファーマ、ファスマック、グ
ラクソ・スミスクライン、本田技研工
業、日本 IBM、日立製作所、興和、東
レ、東京ガス、NECソフト、NTT東日
本、パナソニック、住友商事、三菱商
事、日本経済新聞社、味の素、協和発
酵キリン、グリコ乳業、森永乳業、サ
ントリーホールディングス、宝酒造、
JT、DeNA、富士通ビー・エス・シー、
avex、NHK、長谷工コーポレーショ
ン、ベネッセコーポレーション、アク
センチュア、野村総合研究所、医学出
版、東京書籍、三菱化学メディエンス、
住友生命保険相互、ゆうちょ銀行、シ
ティバンク銀行、りそな銀行、高島屋、
ロッテ、リクルート、全日本空輸、み
ずほ証券、モルガン・スタンレー・ジ
ャパン、マッキンゼー・アンド・カン
パニー、帝人、日清製粉、東京電力、
大鵬薬品工業、ライオン、P&G など

学部卒業生

大学院（修士・博士課程）修了生
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After graduation

卒業生からのメッセージ

％75

％17

％8

生物科学専攻博士課程進学  372名

理学系研究科進学  239名

 ポストドクトラルフェロー
（学振特別研究員など国内研究機構）  77名

他研究科・
他大学大学院等への進学  26名

国公立研究所・民間企業研究所・
民間企業など  356名

就職・研究生・その他  165名

就職・その他  55名

研究生・その他  143名

国公立研究所・民間研究所  48名他研究所・他大学への進学  18名

ポストドクトラルフェロー
（国外の大学・研究所など） 6名

大学（助手など）・官公庁  37名

学部卒業生

修士課程修了生 博士課程修了生

名320

名333
％42

％40

％16
％2

％50

％23

％11

％14
％2

名889
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A

A

Q

Q
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A系の野外実習は、9月に群馬県の山間部での発掘
実習、10月に長野県での霊長類系統・野外観察実習
が開かれます。B系の野外実習は、三浦半島の臨海
実験所（5月／1月）や日光の附属植物園分園（8月）
のような学科独自の設備を使った実習に加え、西表
島（5月）や富士山（9月）など遠隔地での実習も開
かれます。費用については、どの実習もできるだけ
学生さんの負担がなくなるよう、上限付きではあり
ますが概ね半額～大部分を学科予算から拠出してい
ます。

指導体制やコアタイムの有無、メンバー間の雰囲気
などは研究室によりさまざまです。ぜひ積極的に研
究室見学に行き、自分にあった研究室を見つけてく
ださい。どの研究室も基本的に学生の興味が尊重さ
れ、指導に熱心です。

取れます。理学部及び他学部の専門科目で生物学と
関連のあるものについては、あらかじめ当学科に申
請し認められれば選択科目として単位に加算するこ
とができます。細かい要件は進学後の履修手引きに
記載してあります。ぜひ広い視野をもって生物学に
挑んでください。

通常の講義期間以外や、
遠隔地での実習について知りたい。

研究室の雰囲気は?

他の学科の講義は取れるの?

A

Q

その日の実験メニューや班ごとの進度、予習の精度
等により変動するので、参考程度にお読みくださ
い。A系の実習は、人体解剖学実習（4-6月）は平
均18時頃に終了します。10月からの組織学実習も
最長で18時頃までです。B系の実習は、共通実習（S

セメスター）の間はおよそ5限終了時刻までに終わ
ります。Aセメスターの専門実習のほうが全体的に
内容が濃く時間も長くなりがちですが、19時台に
終了する日が多い印象があります。生物を扱う特性
上、どうしても突発的に終了が遅くなってしまうこ
とがあるので、平日の夜はある程度柔軟に対応でき
る予定にしておくといいかもしれません。

3年次、実験は何時ごろ終わるの?

A

Q

真面目で自由な発想をもち、生き物好きな学生が多
いです。また、実習や打ち上げなどで交流する機会
が多いため、学年を超えた学生間や学生・教師間の
距離が近く、アットホームであることも特徴の一つ
です。

学科の雰囲気は?

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

Q&A

A

A

Q

Q

夏と春の長期休業中にA・B系共通の集中講義（生
物科学特論）が複数開講されます。こちらは主に外
部講師を招いた講演（2日間連続）を行います。ま
た、A系独自の集中講義もあり、こちらは開講時期
が毎年変わりますが、概ね医学部での実習のない
12月と1月に行われます。こちらも外部講師による
概要的な講義が中心です。

高校生物を未履修の学生の人数は、例年2割から5

割程です。化学や物理の基礎知識を持ちながら、生
物学を学ぶことはアドバンテージにもなるので、心
配ありません。

集中講義の日程が知りたい。

高校で生物を
勉強していない人の比率は?

A

Q

生物学科ではミクロ（分子レベル）からマクロ（生
態系や進化）まで幅広い視点をカバーしており、
対象生物も人類・動物・植物と多様で、視野を狭め
ることなく＂生き物＂にアプローチする教育方針が
大きな特徴です。当学科で行われている研究も、さ
まざまな生命現象の不思議を解明することを第一の
動機として行われるものが多いです。実習でも現象
を自らの目でしっかり観察することに重きが置か
れ、実際に手を動かしたりフィールドに赴いたりす
る機会が他学科と比べ非常に多いです。

生命系の他学部・他学科と
比べたときの特徴は?

A

Q

できます。3年生は、平日の練習には実習終了後に
途中参加する人が多いです。試験勉強は講義や実習
のない試験直前期に取り組む人が多く、普段の講義
にしっかり出席し、限られた時間で勉強する工夫を
しています。4年になり研究生活に入るとより自分
のペースに合わせやすくなります。運動会など忙し
い部活と両立している先輩がたくさんいますので、
進学したらぜひ話を聞いてみてください。

部活やサークルとの両立はできるの?

生物学科パンフレット制作委員会

細山田デザイン事務所
芦野公平

生物学科教員、事務室、
在学生（当時）坂本優希／堀尾知華子／
吉田渚沙

企画・編集：

制作協力：
イラスト：

駒場生のうちに知っておきたいこと



（小石川植物園理学部
に附属）

理学部生物学科設置

植物学科、植物園に移転

植物園日光分園設置
（理学部に附属）

明治天皇即位

日露戦争が始まる
夏目漱石が「吾輩は猫である」を発表

関東大震災

終戦

東京オリンピック

東京大学理学部生物学科　
〒113-0033 東京都文京区本郷7丁目3番1号  TEL 03-5841-4451

理学部 2号館

臨海実験所（1886年ごろ）

小石川植物園

日清戦争が始まる

第一次世界大戦勃発

東日本大震災

第二次世界大戦勃発

理学部2号館竣工
動物学科、
植物学科移転

人類学科設置

理学部
動物学科
植物学科
人類学科

コースの廃止、
カリキュラムの統合

生物学科統合　

理学部生物学科設置
人類学コース
植物学コース
動物学コース

（理学部に附属）
臨海実験所設置

HISTORY

理学部動物学科、
植物学科設置
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東京大学創立

帝国大学と改称

東京大学と改称

国立大学法人東京大学となる

東京帝国大学と改称


